事業場外労働に関する協定書
株式会社○○と○○労働組合とは、事業場外労働をさせる場合の労働時間の算定に関して、次のとおり協定する。

1、 適用対象者

　　営業部に所属する社員で、主として事業場外で営業業務に従事する者とする。

2、 労働時間の取り扱い

　　労働時間の全部又は一部を事業場外において業務に従事し、労働時間を算定しがたい日については、所定労働時間を超えて1時間労働したものとみなし、その日のみなし労働時間は9時間とする。ただし、電話連絡等により、業務の状況を会社に通知した場合は、実労働時間による。

3、 深夜又は休日における勤務は、通常の勤務者と同様、賃金規程第○条の割増賃金を支給する。

4、 協定の有効期間

　　平成１８年4月1日から平成１９年３月３１日までの１年間とする。

　　　　　　　　　　　　　　平成１８年４月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社○○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　　○○○○　　　　　　印

· ○労働組合

執行委員長　○○○○　　　　　　　印

